
 

 石神井中のむし歯の割合は、全体の４．６％で、昨年度のむし歯の割合と変わりま

せんでした。男女比で見てみると、男子が５．１％から４．２％と減少しており、女

子は４．１％から４．９％と増加していました。学年では男女ともに２年生が一番多

かったです。また、 歯周疾患要観察（歯垢がついていたり、軽度の歯肉炎がみられ

ていたりすること）の割合は１５．４％で、数値は高いものの昨年度より減少してい

ました。以前の保健だよりでも伝えましたが、歯を守ることは全身の健康を守るこ

とに繋がります。口呼吸を心がけた生活をする、鏡を使って丁寧な歯磨きをする、定

期的に歯科医院へ通う、ということを意識しながら生活をしましょう。 

 

 

 

 内科健診（運動器健診）で見つかる病気として最も多いのが側わん症（背骨が左右に曲がった状態のこ

と）です。今年度も数名、側わん症の疑いがある生徒が見付かっています。側わん症は痛みがないため、

自覚することが難しく、さらに成長期に急速に進行することが多いため、周囲の人から指摘される頃に

は、高度の側わん症になっているケースもあります。そのため、毎年４月に行っている「保健調査票」を

用いた家庭内での運動器健診が大切です。気になる症状がある時は、整形外科を受診しましょう。 

                     

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むし歯は減少傾向へ 

気になる側わん症 

 

今号では、健康診

断結果から見え

てくる石神井中

の実態をキーワ

ード形式でお伝

えします。 

 

★保護者のみなさまへ 
 

 

今年度も、無事に定期健康診断が終わりました。ご協力ありがとうご 

ざいました。「定期健康診断の記録」を、終業式に配布いたします。 

お子様の身体の状態を、一緒にご確認ください。また、健康診断の結果 

は、ご家庭で保管してくださいますようお願いします。 

 治療につきまして、すでにたくさんのご家庭から報告書を提出してい 

ただいております。ご協力ありがとうございます。夏休みは、健康診断 

で見つかった疾病を治療できる良い機会です。２学期を元気に迎えるた 

めにも、まだ治療が済んでいないお子様は、夏休み中に受診されることをお勧めします。 

「定期健康診断の記録」を配布します。

キーワードで見る健康診断！
痛くなる前に治療を！ 

                          令和８年７月１６日（木）第１１号 

           練馬区立石神井中学校  保健室       

             校  長   山 田 美  鈴  

 



 

 

★感情のままに投稿（送信）しないこと 
「SNS トラブル」という言葉は、もはや中学生なら誰でも聞いたことがあります。してはいけないこ

とが分かっているはずなのに、SNS によって人が悩んだり傷ついたりしている話を聞きます。それは

なぜでしょうか。それは、「手軽に感情のままに投稿できること」だと思います。SNS は、嫌な思いを

したことや、嬉しかったこと、面白かったことを、とても手軽に投稿できます。「誰かに伝えたい！」

と思った時に、とても手軽に伝えられることが、メリットであり、最大のデメリットです。感情に任

せて投稿した結果、想像以上に広まってトラブルになるケースが多く見受けられます。SNS に投稿し

た時点(LINE で流した時点)で、鍵アカにしていても、公開の範囲を限定していても広まることがあり

ます。投稿（送信）する前に、写真（動画）に映っている人の許可はもらっているのか、本当にその

内容は誰に見られても良い内容なのか、時間を置いてしっかり考えましょう。 


